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本研究は、発展方程式やその系の解の漸近解析及び形状解
析を主題とし、拡散現象に関連した偏微分方程式の解の定性
的性質に関する研究手法の深化及び未開拓問題の発見・解明
を目指すものである。 

本研究によって、高階の偏微分方程式の漸近解析理論や発
展方程式系の解の冪凹性解析などの未開拓分野に対し、カル
タン・アダマール多様体や動的境界条件への一般化、重要な
不等式の精密化など、独自の観点から系統的に研究が進むこ
とにより、非線形現象の数学的理解を一層深める創造的な研
究成果が期待される。 


